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伊賀の山並み 髻ヶ岳
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　春、4月上旬から山の木々の根元を赤く彩るのがこのサイゴクミツバツツジです。樹高は2mくらいまでで、
葉が出る前に直径3～4cm程の淡い赤紫色の花を一面に咲かせます。他の木々がまだ葉を茂らせる前なので、
色々な木々の萌葱色の新芽と相まってたいへん目立ちます。ツツジと言えば、青山高原とそれに連なる丘陵
地帯がおすすめのスポットです。
　ミツバツツジの名前は、葉がクローバーのように3つまとまって付いていることによります。微妙な違いで、
北から、ユキグニミツバツツジ、トウゴクミツバツツジ、サイゴクミツバツツジ、コバノミツバツツジなど
に分類されています。

『サイゴクミツバツツジ』『サイゴクミツバツツジ』

　前回紹介した沼木山を挟む 2 つの伊賀富士の東側、
上野の市街地からみると左側に山並みを追って行くと
大きな切れ込みがあります。そこが、布引峠でメナー
ド青山リゾートのある所です。その東にツンとそびえ
立っているのが髻ヶ岳です。近くから見ると髻、つま
りちょんまげのようにも見えるので、こう名付けられ
ました。
　全国的に多い「もとどり山」は「丁寧にお願いすると漆器を貸してくれ、きれいに洗って返すとまた貸し
てくれる、粗末にするともう貸してくれない」という不思議な神様あるいは山人の住処の伝説があるのですが、
ここにはないようです。西側のなだらかな山は、峠側から佐田山、槇ヶ尾山です。
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